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尾澤卓思

ーＪＡＣＩＣクラウドの構築ー

（注）‘i‐Con’はi‐Constructionの
略称として使用

１．i‐Constructionの３つの視点
最先端工場
２つの「キセイ」の打破

２．背景： クラウドコンピューティング
オンプレミス
クラウド

３．JACIC‘i‐Con’チャレンジ戦略
チャレンジ
JACICクラウド
現場まるごとi‐Con化

本日の要旨

 ｉ‐Ｃｏｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎ
「建設生産システム全体の生産性向上を図り、もって
魅力ある建設現場を目指す取組」

国土交通省「i‐Construction」ホームページより
http://www.mlit.go.jp/tec/tec_tk_000028.html

 ｉ‐Ｃｏｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎの三つの視点
① 建設現場を最先端の工場へ
② 建設現場へ最先端のサプライチェーンマネジメントを導入
③ 建設現場の２つの「キセイ」の打破と継続的な「カイゼン」

国土交通省「i‐Construction」ホームページより
www.mlit.go.jp/common/001137123.pdf

ｉ-Ｃｏｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎ

 ｉ‐Ｃｏｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎにおけるトップランナー施策
①ICT の全面的な活用（ICT 土工）
②全体最適の導入（コンクリート工の規格の標準化等）
③施工時期の平準化

国土交通省 i‐Construction委員会 報告書（平成28年4月）より

 ｉ‐Ｃｏｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎ推進に向けたロードマップ（案）
「全ての建設生産プロセスでICTや3次元データ等を活用し、
2025年までに建設現場の生産性を2割向上を目指す」

国土交通省「i‐Construction推進に向けたロードマップ」より

ｉ-Ｃｏｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎ



背景： クラウドコンピューティング

【オンプレミス】
自社でサーバーやパッケージソフトなどを保有してシステムを運用

【クラウドサービス】
ユーザーがインターネットなどのネットワークを通じてITリソースを利用するサービス形態
ハードウェアやソフトウェア自体は所有せずにサービスとして利用

有利 不利 条件次第

オンプレミス カスタマイズ
パフォーマンス
セキュリティ

初期コスト、運用・維持コスト
調達時のスピード
可用性、耐障害性
担当者の確保・負担

クラウドサービス 導入コスト、初期コスト
調達時のスピード
拡張性、柔軟性
バックアップ
担当者の負担

カスタマイズ
パフォーマンス
セキュリティ

長期運用コスト
可用性、耐障害性

出張先から

• サーバの用意や管理が不要

• 費用は必要な分だけ・使った分だけ

• PCだけでなく、タブレットやモバイルからでも

• 自席からも、現場や出張先からでも

現場から

自席から

• （地図上の）写真も、3次元モデルも

• どこからでも電子入札、コリンズ・テクリス登録

クラウドで情報共有

情報と会員数(H30.3時点) 利用目的 利用方法及び利用者料金

1 コリンズ・テクリス
提供機関 1,729機関
登録件数 7,070,000件

○「工事・業務実績情報システム」による検索(発注者）
○工事・業務の実績登録(受注者）

○発行されたID/PWによりインターネット回線よりアク
セスし、登録・ 検索

○有料

2 建設副産物・建設発生土
副産物情報交換 17,830機関
発生土情報交換 654機関

○リサイクルに向けた建設副産物・発生土情報の登
録・検索

○建設リサイクル法などに基づく提出書類の作成・提
出

○発行されたID/PWによりインターネット回線よりアク
セスし、登録・ 検索

○有料

3 積算システム
積算システム提供 14機関
基準データ提供 43機関

○土木積算システムの利用
○基準データの利用

○ユーザ等のサーバーにインストールして利用、又は
インターネット回線によりJACICのIDCにアクセスし
て利用

○有料

4 電子入札コアシステム
システム利用者 842団体

○発注者が運営する電子入札システム(入札参加資格
申請、入札、開札、落札者決定を含む）のソフトウェ
アを提供

○応札者は認証局から発行された認証用ICカードに
よりインターネット回線を通じてアクセスし、入札に
参加

○発注者は利用保守契約により有料(応札者は無料）

5 入札情報サービス
掲載件数 約29万件

○発注の見通し、入札公告、入札の経過の検索・閲覧 ○インターネット回線よりアクセスし、検索・閲覧
○無料
○情報を登録する公共機関は有料

6 JACICNET
アクセス数 約73万件/年

○国や公共機関の発表資料、発注情報、人事情報等
の検索・閲覧

○発行されたID/PWによりインターネット回線よりアク
セスし、検索・閲覧

○有料

JACICが提供する情報等

①国土交通省のi‐Con推進

・クラウド技術を活用し、3次元デー
タの利活用のためのプラットホー
ムの整備を目指す

②JACICのi‐Con推進

・JACIC‘i‐Con‘チャレンジチームを設
置し、テーマごとにプロジェクトチ
ームを配置する

・チャレンジ戦略を策定し、クラウド
の構築を中心に様々な情報活用
方策の提案及び実現を図る

・仕事の効率化や高度化のみなら
ず現場において創造的な仕事を
生み出す環境を整える

④目標

⑤進め方

・2020年度までの3年間を目途に
実施する

・毎年度当初に見直しを実施する

③戦略の２本柱

・ＪＡＣＩＣクラウドの構築
・現場まるごとi‐Con化

JACIC‘i‐Con’チャレンジ戦略 －JACICクラウドの構築－

２０１８年５月１日公表
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① 現場における３Ｄモデルやデータの共有化を可能にし、ＣＩＭの推進上必要な
プラットフォームを構築する

② 国土交通省の電子納品・保管管理システムを活用して成果品の検索等に資
する

③ コリンズ・テクリスや建設副産物システム等においてワンストップ化や手順の
減少など既存のＪＡＣＩＣサービスの利便性の向上を図る

ＪＡＣＩＣクラウドを情報サービスの
基本に据える

③既存サービスの
提供方法の切り替え

①②新規需要への
新規サービスの提供

情報を適切に利活用するための情報ガバナンスが重要
クラウドへの参加、利用のルール、セキュリティの確保等

JACICクラウドの構築

CIMの活用場面・効果（案）の基本的な考え方
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CIMの作成・活用の流れ【時間軸】 計測技術
分析技術

測量・調査時のモデル 設計時のモデル 施工時のモデル 維持管理時のモデル 3D
3Dの既存成果

への活用

実
施
内
容
・
実
施
主
体

測
量
・
調
査

受
注
者

• 各種シミュレーションによる
品質の向上

• 地下埋設物などの正確な位置
情報の把握の共有 • データ追加による地盤の詳

細化及び地盤条件変更
• データ追加による地盤の詳細
化及び地盤条件変更

・データ追加による地盤
の詳細化

・地盤の変化把握
平常時モニタリング
災害時被害確認

• UAV・LS等
による計測

• 地物の詳細
把握

• クラウド化

発
注
者

• 一連の建設生産プロセスで３
次元データ（3次元測量成
果）を利活用

設
計

受
注
者

• フロントローディングによる
設計品質の向上

• 各種シミュレーションによ
る設計品質向上

• 設計照査の効率化（干渉
チェックによる手戻りの防
止など）

• 設計変更
• 数量算出、積算の効率化（設
計変更）

• 設計時に気付かなかった創意
工夫を反映

• 修繕に伴う設計変更
• 修繕に伴う数量算出、
積算の効率化

• 設計時に気付かなかっ
た創意工夫を反映

• 縦断、座標、
線形等の詳
細把握

• クラウド化
• 自動積算
• VR・AR

発
注
者

• 事業費の自動算出による積
算の効率化

• ライフサイクルコストを考
慮した設計評価

• 可視化による受発注者間等
の合意形成の迅速化

施
工

受
注
者

• フロントローディングによ
る施工品質の向上

• 工期の自動算出による工期
設定、施工時期の平準化

• 施工着手時の作業軽減
可視化による安全管理

• 出来高管理の効率化（３次元
計測と連携）

• 修繕工事の安全管理
• 修繕工事の出来高管理
の効率化

• 修繕工事の自動算出に
よるコスト管理、工程
管理

• UAV・LS等
による計
測・出来高
管理

• IoT

• 施工記録
• 安全管理

• クラウド化
• VR・AR
• AI

発
注
者

• 工事費の自動算出によるコス
ト管理

• 工期の自動算出による工程管
理

• 出来高管理・部分払いへの活
用

維
持
管
理

受
注
者

• フロントローディングによ
る維持管理品質の向上

• 維持管理マネジメント計画
（概略）の立案

• フロントローディングによる
維持管理品質の向上

• 維持管理マネジメント計画
（詳細）の立案

• 点検作業の効率化
• ３次元データと連係し
た維持管理業務に係る
技術開発への活用

• UAV・LS等
を活用した
維持管理技
術（ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ
技術

• ロボット技
術

• IoT

• 点検記録
• 補修・補強
記録

• クラウド化
• VR・AR
• AI

発
注
者

• 維持管理マネジメント
計画の実施及び改善

• 点検作業の効率化
• 管理対象の分析評価
• 非常時における「情報
収集」などの効率化

モデルの作成場面（「現行プロセスの効率化」に関する場面） 「ＣＩＭ等の活用を前提とした事業の進め方の効率化」に関する場面
出典：社会基盤情報標準化委員会特別委員会資料より抜粋

C社
クラウド

JACIC
クラウド

A社
クラウド

発注者の要請や利用をイメージ ○○クラウド

B社
クラウド

建設分野のクラウドのイメージ 様々な特性を持ったクラウド



A社
クラウド JACIC

クラウド

C社
クラウド JACIC

データベース

B社
クラウド

発注者の要請や利用をイメージ ○○クラウド

電子納品・
保管

建設分野のクラウドのイメージ クラウド連携

複数の異なる「施⼯期間中の情報共有システム（ASP）」と連携し、ワンストップで電⼦成
果品を技術事務所に提供する。

①コリンズ、テクリスに加えて、電⼦成果品の登録情報を⼀元管理
②複数のASPを利⽤することなく、同じ画⾯と操作で電⼦成果品を確認

A社情報共有システム（ASP）

B社情報共有システム（ASP）

C社情報共有システム（ASP）

受注者

A技術事務所

B技術事務所

C技術事務所

①

①

①

③

③

③

③

普段使いのワン・ストップ・サービス
コリンズ、テクリス登録番号との連携により
管理情報の⼆重⼊⼒や単純ミスを低減

監督官

②
電⼦成果品の受領と確認

③

イメージの例： オンライン電子納品サービス

JACICクラウドサービス 《 ⽬指すサービスイメージ 》

Web上の貸会議室（作業室）を⽤いた
３Dモデルやデータの構築及び共有

発注者

設計者

施⼯者

各種システム・データベース

電⼦納品・保管管理システム

JACICサービス
CT、建設副産物、統合PPI、積算

 JACICクラウドサービスの全体イメージ JACICクラウドサービスの全体イメージ

1
5

プレーヤープレーヤー

システム・データシステム・データ

JACICクラウドJACICクラウド

⼀貫したサービスを提供
・測量・調査から維持管理まで
・契約から納品・保管まで

⼀貫したサービスを提供
・測量・調査から維持管理まで
・契約から納品・保管まで

・
・
・
・

・
・
・

＋新規サービス

イメージの例： JACICクラウドの全体像

《JACICクラウドのポイント》
 シングルサインオンによる⼀元化 ⇒ ポータル化
 APIによるシステム連携 ⇒ ネットワーク化

《⼀貫したサービスを提供》
 測量、調査から維持管理まで
 契約から納品管理まで



JACICクラウド関連施策

ＪＡＣＩＣクラウドの機能を活かした幅広い利用方法の提案とＣＩＭ技術の習得・普及
によるＪＡＣＩＣクラウドの本格的な利用に資する施策

①社会基盤クラウド
３Ｄモデルを社会基盤に活用し、まちをまるごと再現するバーチャルシティ
や見えない地下を再現する地下埋設物管理モデルなどの実装化やシミュ
レーションモデルを組み合わせた解析の実装化の検討

②ＣＩＭチャレンジ研修（ＣＩＭ Ｓｏｌｕｔｈｏｎ）
実務者向けの研修用に開発してきた研修キットの活用・普及

③発注者ＣＩＭ研修
発注者として必要な基礎知識の習得と基本操作（見れる）の実践を目的と
した研修の実施
テキストや演習ソフトの作成

＋現場まるごとi‐Con化の意識、重要性の理解

現場まるごとi‐Con化

・広く生産や製造過程等において利用されている情報技術の応用や新たな計測技術、
ＩｏＴやＡＩ技術などの活用

・モデリング及びマネジメント双方の観点から、情報技術による現場の作業内容及び
プロセスの改善

①会議や協議、説明会など様々な場面や事務手続きも対象

タブレット端末等の情報技術の活用により、可視化、即時性の確保、ペーパレス化の促進等

②災害時や復旧時に役立つ情報技術も対象

ＶＲ等の情報技術を導入

建設現場にパラダイムシフトが起こる

・現場技術者の意識も変える必要

・新たな技術の導入に向けた準備が重要

ＩＣＴ分野の見える化
（マトリックスにマッピング）

ＪＡＣＩＣクラウドによる
ニーズとシーズの

マッチング
（見本市、ショーウィンド）

現場での実践・実証
（ニーズの取集、
ユースケース）

標準化・普及
（ガイドライン等）

技術情報の収集
（シーズの取集）

現場まるごとi‐Con化
技術分類 測量・調査 設計 施工 維持管理

①

計測・分析・可
視化技術

計測・可視化

分析・評価

②

品質・コスト・
工程管理技術

品質管理

コスト管理

工程管理

③
情報管理技術

データ共有化

管理・調整技術

④
安全管理技術

体調管理

危機管理

⑤
社会環境管理技術

データの共同編集による資料作成の効率化・高度化

情報共有システムによる関係者間の情報共有・連携（ファイル共有、工程管理）

点検支援ツール巡回点検ツール

統一河川情報システムによる情報共有の効率化

社内SNSを活用した問合せ・社内関係者との調整の効率化・高度化

車両運行管理システム

RFIDを活用した警報装置での作業員の安
全管理

3次元レーザースキャナ
・地上設置型
・移動型（MMS、SLAM）
・飛行型（UAV）

写真立体化（SfM）

AIによる異常検知

点検技術
• 点検ロボット
• ひび割れ計測システム

維持管理支援クラウドシステム

TSによる出来形管理技術

TS/GNSSによる締固め管理

地下埋設物可視化システム

寸法モデル化（専用CAD）

モニタリング技術
• 異常検知センサ
• ALB（航空レーザ測深機）

ペーパーレス会議による会議資料の修正の効率化・高度化

デジタル工事写真の小黒板情報電子化 デジタル工事写真の小黒板情報電子化

MC（ﾏｼﾝｺﾝﾄﾛｰﾙ）/MG（ﾏｼﾝｶﾞｲﾀﾞﾝｽ） 点検支援ツール
• 点検調書作成支援ツール
• ウェアラブル端末

AIによる資料検索の効率化・会議状況の記録

VR・MR（仮想現実による情報共有）

生体センサを活用した建設作業員の健康
管理

ICカード入退場システムによる労務管理
の効率化・高度化

WEB会議システムによる会議の効率化・高度化

外出先での作業の効率化・高度化（シンクライアントやリモートアクセスの活用）

デジタル工事写真の小黒板情報電子化

現場まるごとi‐Con化



＜達成目標＞ ＩＣＴ分野の見える化・技術利活用の支援＜達成目標＞ ＩＣＴ分野の見える化・技術利活用の支援
（１） 技術の体系的な表現

• 活用目的や技術要素で技術を体系的に分類・整理し、可視化

（２） クラウド上で技術の見本市を再現

• 技術のニーズとシーズのマッチングをクラウド上で実現

マッチング

技術利用者
（民間企業など）

技術利用者
（行政機関など）

技術提供者
（ベンダなど）

現場まるごとi‐Con化

＜九州技術事務所におけるVRの活用事例＞
• 2018年4月11日に大分県中津市耶馬渓（やばけい）町で発生した土砂災害の被害状況
の把握に360°カメラを活用

災害現場の状況を360°カメ
ラによる災害現場の見える化

VR技術の活用による災害現
場の状況確認

＜災害発生時の活用効果＞
•360°カメラは、従来の写真よりも、より詳しい災害状況を把握することが可能（被害状況の可視化）。
•常時360°の動画の送信が可能であるため、リアルタイムに現場の状況を把握可能（被害状況の早期把握）。

＜災害終了後の活用効果＞
•災害時に記録したVRデータをアーカイブ化、研修資料などに活用、など

３６０°カメラを用いたＶＲの活用

橋梁、法面、トンネルに設置
した各種センサなどで取得し
たデータを、ucode（モノや場

所などを識別するための固有
ID）が格納されたSRDデータロ

ガーと呼ばれる短距離無線
通信装置（周波数920MHz）で
収集・蓄積し、異常値を計測
した場合に、高速走行中（時
速80km）の点検車両（巡回

車）に乗車している点検者の
持つ端末に知らせる。

出典：株式会社ネクスコ東日本エンジニアリングの事例（http://monoist.atmarkit.co.jp/mn/articles/1212/17/news081.html）

• 点検車両で走行しながら施設の異常箇所を確認できる（目視に加え、センサー情報を
活用可能）。

• Ucodeにより設置したセンサを識別し、場所の特定を効率化。
• 巡回中に異常を確認できるため、迅速な対応が可能。

ユビキタス道路メンテナンス情報システム（通称：夢シス）：（株）ネクスコ東日本エンジニアリング

出典：西尾レントオール株式会社（http://www.nishio-rent.co.jp/2016/01/27/30795）、富士通株式会社（http://www.fujitsu.com/jp/solutions/innovative/iot/uware/solutions/svuw-aa/）
富士通株式会社（http://www.fujitsu.com/jp/about/resources/case-studies/cs-201704-japan-water-agency.html）、株式会社東芝（https://www.toshiba.co.jp/about/press/2015_08/pr_j2501.htm）

HMD（ヘッドマウントディスプレイ）ウェアラブル端末（1）

RFID

ARマーカーにより作業手
順をHMD上に表示

遠隔地の熟練技術者が
操作をサポート

重機作業エリアエリア外

作業員が重機に接近したり重機作業エリアに立
ち入ったら、重機に取り付けられた回転灯とブ
ザーで警告

ウェアラブル端末（2）

体温・脈拍などを計測し、現場管理
者のタブレットや事務所のＰＣに送
信。熱中症予防などに役立てる

転落・転倒などの事故を端末内の
加速度センサが検知し、自動的に
現場管理者にアラームを通知

職員支援システム（富士通）、安全管理支援ソリューション（富士通）、RFIDを活用した警報装置による作業員の安全
管理（西尾レントオール）、生体センサを活用した建設作業員の健康管理（東芝）

現場管理システムの高度化



• 家庭用デジタルカメラを用い、3次元地形モデル（TIN）の表示やファイル出力(DXF・
CSV)を実施

• 内蔵する2次元CADを使って設計を行い、総合単価を用いた積算と帳票作成も可能
• 作成されたCADデータを他の異なるCADとデータ交換（SXF・DWG・DXF等）も可能

Photog-CADによる災害査定申請の支援ツール

• 工事情報を黒板に記入して撮影する工事写真を電子化

• スマートフォンやタブレット端末から工事情報を入力して現場を撮影することで、工事写
真上に電子小黒板を表示

• ドローンを操作して撮影し、これを工事写真とする機能も搭載

• 国土交通省は2017年2月以降の直轄工事について、電子小黒板の使用を認める通達
を発出

デジタル工事写真の小黒板情報電子化

ご清聴ありがとうございました。

ＪＡＣＩＣはいつでも皆様と一緒に課題の解決策を見出せるように
チャレンジする用意をしています。

本日の講演内容は、後日ＪＡＣＩＣホームページに掲載します。
http://www.jacic.or.jp/movie/jseminar/index.html


